
 

 

 東京都も緊急事態宣言が解除され、７月１１日までを期限とした「まん延防止等重点措置」

に移行しました。しかし、感染リスクがなくなったということではないので、これまで同様、

感染予防を徹底した日常をお願いします。学校は、今回の解除に伴い、時差登校及び短縮授業

は継続しますが、分散登校は終了します。期末考査まで 10日となりましたので、毎日登校、

毎日授業を頑張ってください。定時制の皆さんは、これまでも毎日登校、毎日授業でしたね。

いよいよ待ちに待った部活動再開です。ルールを守り活動の場を大切にしてください。 

 さて、全日制は、全ての学年が揃った生活が再開し、学校としての活気が戻ってきます。そ

こで、皆さんにお願いがあります。本校で縁あって出会った同級生、先輩、後輩を大切にして

ください。荒工で出会った友達は皆、人生における「仲間」です。時には、互いに「磨きあい」

「高めあう」「競い合う」中で、負けたくない相手と感じることもあるかと思います。でも、

そんな仲間がいるからこそ成長できるのです。先日実施した球技大会でも、３年、２年、１年

それぞれに仲間を思いやる姿がありました。お互いをカバーしあう心が

ありました。そんな気持ちの良い荒工生でも、時には間違った接し方をし

てしまうことがあるかもしれません。でも、そんな時は「ごめんね」「い

いよ」の言葉で人間関係をつくれる場所が荒工であってほしいです。 

 皆さんは、将来、社会に出てどのような人間になりたいですか。嫌なこ

と、辛いことでも挑戦できる強さは必要ですか。苦しんでいる人を助けようとする優しさは必

要ですか。逆に、人に嫌な思いをさせてしまう無神経さは必要ですか。自分が良ければ相手が

苦しんでも構わないという身勝手さは必要ですか。皆さんはどんな人間に憧れますか。荒工生

には、仲間を大切にする心、助け合うことができる力、間違いはしっかり指摘できる姿勢を身

に付けてほしいと思います。 

 

 

【全日】校内をうろうろしていると、分散登校により１年生は自宅学

習日なのに、次々に「おはようございます」と挨拶をして 5階に上がっ

ていく生徒がいる。「？」と思い様子を見に行ってみると、電気の消えた

廊下に明かりのついている教室、中では先生に生徒が群がっている。「お

いおい、それ密じゃないか」と突っ込みを入れたくなるような様子。翌

日に迫る計算技術検定に向けた準備の追い込みをしていました。 

「これはできた」「これは分からない」そんな言葉に、先生が丁寧に答

える。やっぱり学校は「いいね！」。一緒に汗をかく仲間がいて、励ましあい、競いあいなが

ら成長できる。それを、一生懸命サポートしてくれる先生がいる。誇らしい風景でした。 

【定時】金曜日の全校集会、黙ってみているだけにしようと思っていたのですが、皆さんの

態度に感激して急遽（きゅうきょ）話をさせてもらいました。皆さんが荒川工業高校定時制と

いう学びの場を本当に大切にしてくれている。そう感じました。緊急事態宣言が発令されてい

る中でも、毎日学校に登校し、毎日授業を受け、楽しみにしていた行事も我慢しながら、きっ

と学校外の生活でも、様々、気を付けてきたことと思います。その皆さんの「コロナに負けな

い」頑張りを考えると、本当にうれしく、誇らしく感じています。集会終了後、解散し教室に

戻る生徒から「学校がなかったら、つまらないよね」との呟き（つぶや

き）が聴こえました。そうなのですよ。学校は友達とともに成長できる

楽しい場所です。昼間仕事をしていると大変な時もあります。それでも、

ここは皆さんの居場所ですから。  毎日！待ってるよ！荒工生！ 

  

あらこう 散歩（Vo10）       
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ぶらり、あらこう散歩 
 

令和３年 6 月 21 日 
校長 西牧 豊実 

「未来を創る！彩る！荒川工業」 

 


